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なスポンサーとしての高等教育機関は,長い間夜間カレッジ (evening college)が主流 で
(8)




















































最後に,教育プログラムについての傾向をみてみると (表3参照),成人学習者が選 択 ･
受講するプログラムは,1975年現在はば半数の者が l~職業訓練｣のコースとなっている｡こ
のコースは ｢地域社会の諸問題｣のコースとともに着実に増え続けているが,さらに近年最
















社会生活に最少限必要な基礎知識 ･技能を身につけていない人々を対象とした成 人 基礎
教育は,もともと移民に対するアメリカ-の同化のための補習教育として出発 した｡ そ の









































































































































(3) 地域社会開発として,統率的,諮問的援助,研究 ･調査 ･世論調査, ワー クショッ
プ･講習会 ･会議,地域社会会議 ･調停会議 ･その他必要とされる地域社会のエージェ
ソシ-やグループの編成









































































































































(2) すでに,これに関しては,拙稿 ｢アメリカにおける大学開放の動向- 『生涯学習』の観 点か ら
-｣(『日本生涯教育学会年報第2号』, ぎょうせい,昭和56年)の中で言及してあるので参照され
たい｡


















(ll) 三浦清一郎 ｢現代アメリカ成人教育行政の動向｣ (藤田秀雄編 『学習権保障の国際的動向』日本
の社会教育第19集,束洋館,昭和50年),pp.107-108.
(12) 坂本辰朗 ｢アメリカのコミュニティ･カレッジにおけるコミ,.ニティ･サーヴィス機能の成立｣
(『日本比較教育学会紀要第4号』,昭和53年),p.68.
(13) 以下の叙述は,主にRichardE.PetersonandAssociates,Op.°it.,pp.159-162による｡
(14) ミズーリ州のCulverStocktonColegeやHannibalLaGrangeColegeでも同様の措置を とってい
る｡
(15) 詳細については,RichardE.PetersonandAss∝iates,Op.°it.,pp.324-325を参照｡
